
 
 
 
 
 

岐阜市には、金華山、長良川をはじめとする誇るべき自然環境が多くあります。その一方で、生活環境の変化、生

活基盤を支える様々な整備などにより貴重な自然環境が減少している事実があります。そのような現状の中、今一度

岐阜市の自然環境を見つめ直し、私たちの財産として、自らの手で素晴らしい自然環境を次代へ引き継ぎましょう。 

 岐阜市の自然や環境活動の情報を「岐阜市自然・環境活動ニュース」としてお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表題番号を地図で表示しています 

 

 

 

 2 月 20 日（日）に平成 22 年度の第２回「鷺山の

整備活動」が開催され、PTA、自治会連合会関係者、

消防団、水防団等約 40 名が参加されました。  

今回は、今までに実

施された整備活動で伐

採された樹木を細かく

玉切りにしたり、一箇

所に集めたりする整理

活動に取り組みました。 

かなりの量の樹木が

伐採されていたので、

かなり大変な活動にな

りました。 

また、冬季の降雪で

倒れたモウソウチクの

伐採にも取り組みまし

た。今年の雪は重かっ

たせいもあり、かなり

の数が倒れていました。 

新しい発見としては、鷺山にイノシシの出現が確認

されました。山の上のお堂の周辺を中心に、ぬた場が

数多く出来ています。足跡も見つかりました。これか

ら、周辺の畑への被害が心配なところです。 
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← （ぬた場） 

 

 

 

 

 2 月 19 日(土)に、岐阜市北部コミュニティーセン

ターで平成 22 年度こどもエコクラブ交流会が開催さ

れました。 

こどもエコクラブは、幼児から高校生までの誰でも

が参加できる環境活動のクラブです。現在（H22/6）、

岐阜市内において、26 クラブ。747 人の仲間が活動

しています。 

こどもエコクラブ交

流会には 19 クラブ 39

名のメンバーが参加し

ました。 

まず、各クラブの１

年間の活動成果の発表

を行いました。水生生物

の観察や水質調査、野菜

や米づくり、里山整備、太陽光発

電の実験の様子も伝えられまし

た。 

活動発表の後は、体験活動の講

師の上村さんの指導で「ナメコの

菌打ち」をしました。ほだ木に穴

を空け、ナメコの菌を入れ、蓋を

して完成です。早ければ今年の秋

に収穫できます。上村さんから「乾燥させないように」

と教えてもらい、お土産として持って帰りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「鷺山の整備活動」開催報告 

②「こどもエコクラブ交流会」開催報告 
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－岐阜市の自然・環境活動に関する問い合わせ－ 
岐阜市 自然共生部 自然環境課 

TEL：058-265-4141（内線：6451） FAX：058-267-1374 

Email：shizen@city.gifu.gifu.jp 
 

岐阜市自然・環境活動情報サイト「ぎふネイチャーネット」 http://gifu-nature.net 

 

 

3 月 20 日（日）に県民文化ホール未来会館 5 階会

議室において、岐阜市、環境市民ネットワークぎふの

共催で、「岐阜市自然ふれあい活動フォーラム」が開

催されました。 

当日は、連休中にもかかわらず５０名をこえる市民

活動団体の方々や学生さんが参加されました。 

このフォーラムは岐阜市の自然を守り育て次代へ

継承していく活動を進めておられる団体の方々が、互

いの活動の課題を踏まえて活動の方向性や新しい取

り込みを話し合う場として開催されました。 

始めに、環境省中部地方環境事務所の田村総括自然

保護企画官から、昨年 10 月に開かれた「第 10 回生

物多様性条約締約国会議

(COP10）」の成果を踏

まえて、「生物多様性と

岐阜市の自然～ＣＯＰ１

０の成果を踏まえて～」

の講演をいただきました。 

続いて、岐阜市内で活

動している５団体の皆さ

ん（「ボランティア風と土の会」松波さん、「長良川

流域子ども協議会」柴田さん、「NPO 法人ぎふし森

守クラブ」神山さん、「金華山サポーターズ」野尻さ

ん、「ＥＳＤクオリア」竹中さん）から日頃の活動報

告がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、ＮＰＯ法人森と

水辺の技術研究会の野村

さんから、環境保全活動

における話題提供として、

①活動資金、資材、人材

を皆で効率良く循環させ

る提案、②自然から力を

もらえる環境保全活動を

他の社会問題の解決に

活用できないか？の提

案がありました。 

 それらを元に活発な

意見交換が行われまし

た。 

意見交換では参加者

からも、各団体の手持ち

資材の共有化や学校の環境教育への積極参加、ぎふネ

イチャーネットの活用などといった提案が出され、こ

れらについて、今後皆で検討していくことになりまし

た。 

また今後も、このような活動報告や意見交換の場を

持っていければ良いですね。 

 

 

 

 3 月 27 日（日）にながら川ふれあいの森において、

NPO 法人ぎふし森守クラブ主催の「キノコの菌打ち

講座」が開催されました。8 時半の受付時には駐車場

はいっぱいで、受付には長蛇の列が出来るほどの盛況

ぶりです。140 名の参加者がありました。 

 参加者は、ナメコとシ

イタケを選んで、菌打ち

をしました。まずは電動

ドリルで、菌打ち用の穴

空けです。慣れない手つ

きの参加者には「ぎふし

森守クラブ」のメンバー

がサポートにつきます。 

 菌打ちの後は、養生の

方法などをメンバーの

方から教わり終了です。 

 11 時前には予定数量

を終了しました。 

毎年開催されている

こともあり、丁寧な指導

や段取りなど、とても参

考になります。 

 左の写真は、今年最大

のシイタケで、直径

10cm ほどです。 

参加者の皆さんもこ

んな立派なシイタケの

収穫を夢見て菌打ちに参加されているようですが・・・   

なかなか簡単ではないそうです。 

③「岐阜市自然ふれあい活動フォーラム」開催報告 

④「キノコの菌打ち講座」開催報告 


